
背　景

　古くから摂食・嚥下障害患者のうち，経管投与患者に
対しては錠剤を粉砕するなどの方法で内服薬を投与して
きたが1)，医薬品の経管投与法に関して未だ確立された
方法は示されていない。最近では経管投与を受けている
患者数が急激に増加しており2)，多くの施設および在宅
療養の場で経管投与が実施されるようになってきた。し
かし，今まで経管投与患者への薬物投与法の実態や薬剤
師のかかわりについてはあまり調査されてこなかった。
平成24年度に学術第８小員会を設立し，日本病院薬剤
師会に所属する753病院を対象に，経管薬物投与の実態
把握に関するアンケート調査を実施した3)。このアン
ケートから，薬剤師が毎日病棟にいっている病院は79
％と多く，うち54％は週に20時間以上病棟に滞在して
いたものの，その際，経管投与患者への関与が少ないこ
と等の問題点が明確になった。

目　的

　経管投与患者への薬物投与の実態を受けて，投与法の
問題点とその解決方法，さらに薬剤師が今後どのように
かかわっていくべきかの基準となるチェックシートやマ
ニュアルを作成する。

方　法

　アンケート結果から抽出された問題点を解決するため
に図１に示す項目からなる経管投与患者に対する薬学的
管理チェックシートおよび内服薬の経管投与時のマニュ
アルを作成した。
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チェックシート

Ⅰ．嚥下障害を有する患者の初回チェックシート
１．薬剤の投与方法
２．経口投与患者
３．経管投与患者
４．薬学的管理
１）処方薬の確認
２）処方薬の簡易懸濁可否の判断
３）配合変化・相互作用の検討

５．投与時
Ⅱ．経管投与時の定期チェックシート
１．投与方法・器具の確認
２．投与時の確認（懸濁時間，投与時の状況，フラッシュ法，経管
栄養チューブの汚染など）

３．経管投薬法の周知徹底
４．薬－薬・医療連携体制

資料

資料１：薬物-薬物間配合変化
資料２：薬物-栄養剤間の相互作用
資料３：経管投与患者様への投薬法
資料４：注入器のみ使用する経管投薬法の説明

マニュアル

マニュアル１：経管投与時マニュアル
マニュアル２：細胞毒性のある薬剤の経管投与マニュアル
マニュアル３：トラブル発生時マニュアル
マニュアル４：器具の洗浄・消毒マニュアル

図１　経管投与患者に対する“薬学的管理”の全体の流れ



結　果

　経管投与患者に対する薬学的管理チェックシート（図
２）は，嚥下障害を有する患者の初回チェックシートと
経管投与時の定期チェックシートから構成されている。
薬剤師が経管投与患者に積極的にかかわるために，まず，
初回面談時において患者状況を把握するために必要な確
認内容がチェックリストの形式となっている。さらに，
処方薬の確認と簡易懸濁の可否，配合変化や相互作用の
検討など，薬学的管理のチェックリストが続く。次に，
経管投与時に定期的な確認が必要なチェックリストを含

む定期チェックシートからなっている。
　薬学的管理チェックシートでの確認や説明を補完する
ために，配合変化（図３），相互作用（図４）の資料や
患者への投与方法の説明文書（図５，６）を添付した。
適正な簡易懸濁法や経管投与の方法を実施することがで
きるように，手技に関するマニュアルを作成した。マニュ
アルは，経管投与時（図７），細胞毒性のある薬剤の経
管投与（図８），トラブル発生時（図９），器具の洗浄・
消毒（図10）の４つから構成されている。
　これらチェックシート，資料およびマニュアルを作成
時に参考とした文献は，参考文献として示した。
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図２　経管投与患者に対する薬学的管理チェックシート



1159

図４　資料２　薬物-栄養剤間の相互作用

図５　資料３　経管投与患者への投薬法
　　　～簡易懸濁法の説明～

図３　資料１　薬物-薬物間の配合変化
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図８　マニュアル２　細胞毒性のある薬剤の経管投与
　　　マニュアル

図７　マニュアル１　薬剤の経管投与時マニュアル
　　　（薬剤師・看護共通）

図６　資料４　注入器のみ使用する経管投薬法の説明



考　察

　４つのマニュアルができたことで，経管投与患者への
薬剤の投与手技やルールが統一され，医療関係者だけで
なく患者や家族へ薬剤師からの積極的な技術指導・情報
提供が促進すると考える。
　チェックシートおよび資料が整理されたことで，薬剤
管理指導対象者にならないことが多かった摂食・嚥下障
害患者にも漏れのない的確な薬学的管理が可能となり，
今後は勇気をもって挑戦してもらえるようになったと考
える。

まとめ

　チェックリストやマニュアルが整備されたことにより，
摂食・嚥下障害患者への薬剤師の正しい直接的なかかわ
りが増えていくことを期待する。これらの資料は，臨床
現場で評価をいただき改訂することでより有用なものに
していただきたい。さらに，医師・看護師等への的確な
アドバイスや患者への薬学的管理が滞りなく行えるよう
に，今後，早期に添付文書やインタビューフォームに経
管投与患者への投与に関する情報が掲載されることを期
待したい。
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図９　マニュアル３　トラブル発生時マニュアル

図10　マニュアル４　器具の洗浄・消毒マニュアル
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